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SELENE ミッションにおける 4way ドップラー計測の地上検証試験

Ground-base verification of four-way Doppler measurement for the SELENE mission
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2005 年の SELENE ミッションでは、２機の子衛星を用いた相対 VLBI 観測および 1つのリレー衛星を用いた 4way
ドップラー観測によって月の重力場の詳細計測を行う予定である。特にリレー衛星を用いた 4way ドップラー観測
では月の裏側の重力場を初めて測ることができ、月の内部構造に関する新たな情報を得ることができる。現在ま
での地上局（宇宙研臼田深宇宙観測所）での試験や事前調査によると、視線方向の測距誤差が 1m、また視線速度
誤差が 0.2mm/s~0.3mm/s でリレー衛星の位置および速度を測定できると考えられている。衛星は現在フライトモ
デルの開発に入っている段階であり、フライトモデルを臼田局に持ち込み、地上局と観測機器との適合性を確認
する試験も 2003 年の 3 月に行われる予定である。この試験では実機をシミュレータとして組み上げ、これに地上
局からのアップリンク信号を通し、リレー衛星からの信号を地上局受信機に通すことで 2way および 4way 観測の
動作確認を行い、同時にアップリンクまたはダウンリンク信号の位相雑音測定を行う。また、4way 確立を確認す
るためのアルゴリズムおよびソフトウェアの動作確認を行う予定である。本公演ではこれらの地上試験の結果を
報告する。


